
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
、
東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
（
以
下
医
学
部
）
は
第
一
回
の
い
わ
ゆ
る
「
医
学
士
」
を
世
に
送
っ
た
が
、
以
降

京
都
帝
国
大
学
が
明
治
三
十
六
年
最
初
の
卒
業
生
を
出
す
ま
で
、
医
学
士
を
独
占
し
、
医
界
の
中
枢
を
担
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
明

治
初
期
の
医
学
部
卒
業
生
の
出
自
と
卒
後
動
静
を
年
度
毎
に
比
較
一
覧
し
て
拳
た
い
。

今
回
は
第
一
回
生
以
前
の
明
治
九
年
卒
（
正
確
に
は
「
東
京
医
学
校
」
卒
業
）
と
、
一
回
生
、
二
回
生
を
扱
っ
た
。
卒
業
年
（
度
）
は
鉄
門

倶
楽
部
発
行
の
「
卒
業
生
氏
名
録
」
（
こ
こ
で
は
一
九
三
八
年
版
）
に
従
っ
た
。
年
次
を
区
切
る
時
点
に
つ
き
、
後
出
引
用
文
等
と
一
部
異
な

る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
な
お
明
治
五
年
ま
で
は
旧
暦
に
従
っ
た
。
引
用
文
等
の
〔
〕
内
は
著
者
注
な
い
し
加
筆
で
あ
る
。

（
一
’
四
）

医
学
部
の
前
身
「
東
京
医
学
校
」
の
唯
一
回
の
卒
業
生
で
あ
る
。
詳
細
は
他
に
譲
る
が
、
幕
府
以
来
の
「
医
学
所
」
が
維
新
混
乱
期
に
種
灸

の
変
革
を
経
て
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
医
学
の
導
入
を
見
、
「
東
校
」
と
改
称
し
、
予
科
本
科
と
分
け
た
。
こ
の
際

（
一
）

「
改
め
て
本
科
に
編
入
せ
ら
れ
た
る
者
」
で
五
年
の
課
程
を
終
え
た
者
二
十
五
名
が
卒
業
し
た
。
制
度
の
変
り
目
で
雑
多
な
生
徒
が
混
籍
し
て

｜
明
治
九
年
卒
業

明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
生
動
静
一
覧
（
一
）

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
三
巻
第
三
号

昭
和
六
十
二
年
七
月
三
十
日
発
行

小

昭
和
六
十
二
年
八
月
十
九
日
受
付

関
恒
雄

317 （37）
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（
一
ハ
）

こ
の
ク
ラ
ス
（
図
２
）
は
明
治
四
年
頃
「
東
校
」
入
学
組
で
あ
る
。
予
科
二
’
三
年
、
本
科
五
年
制
で
、
明
治
十
一
年
十
一
月
（
一
八
七

八
）
に
全
学
科
を
終
え
て
い
る
。
医
学
部
第
一
回
学
位
授
与
式
は
翌
十
二
年
十
月
十
八
日
、
文
部
卿
寺
島
宗
則
ら
臨
席
の
下
に
行
わ
れ
た
。
授

与
さ
れ
た
者
は
明
治
十
年
十
一
月
卒
業
「
製
薬
士
」
下
山
順
一
郎
ら
九
名
、
同
十
一
年
十
一
月
卒
業
「
医
学
士
」
清
水
郁
太
郎
ら
十
八
名
、
同

（
三
、
四
）

い
た
時
代
で
あ
り
、
多
数
の
退
学
中
退
者
を
出
し
て
い
る
。
卒
業
後
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
「
准
医
学
士
」
に
認
定
さ
れ
、
明
治
二

十
年
に
な
っ
て
「
准
医
学
士
に
し
て
卒
業
以
来
引
続
き
医
学
関
係
の
事
業
に
従
事
せ
る
者
」
二
十
五
名
に
漸
く
「
医
学
士
」
の
学
位
が
与
え
ら

（
一
）

れ
た
。
す
で
に
そ
の
時
点
で
死
亡
し
て
い
た
（
と
思
わ
れ
る
）
浅
川
岩
瀬
ら
六
名
は
、
当
然
「
准
医
学
士
」
に
留
っ
た
（
図
１
）
。

（
一
一
）

い
わ
ゆ
る
明
治
九
年
卒
は
二
十
五
名
と
上
述
し
た
が
、
図
１
の
ご
と
く
三
十
一
名
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
は
次
の
よ
う
だ
と
い
う
。
す
な

＊

わ
ち
「
東
京
医
学
校
で
は
、
明
治
九
年
十
一
月
に
本
科
卒
業
生
七
名
を
出
し
た
ほ
か
、
二
四
名
が
卒
業
前
に
採
用
せ
ら
れ
、
各
県
病
院
長
、
医

（
一
二
）

学
校
助
教
な
ど
卒
業
生
と
同
等
の
処
遇
を
受
け
て
い
た
」
と
。
な
お
、
「
本
〔
医
学
〕
部
二
於
テ
明
治
九
年
十
一
月
二
本
科
ヲ
卒
業
シ
タ
レ
ト

モ
同
時
卒
業
試
問
卒
業
証
並
二
学
位
等
ノ
定
規
ナ
キ
時
ナ
ル
故
二
授
業
ヲ
了
リ
直
一
一
退
学
シ
タ
ル
者
三
十
一
名
内
五
名
〈
本
部
助
教
二
任
セ
ラ

（
一
二
）

し
六
名
〈
陸
軍
を
医
一
一
任
セ
ラ
レ
ニ
名
〈
警
視
局
二
奉
仕
シ
十
八
名
〈
府
県
二
贈
セ
ラ
レ
病
院
長
又
〈
教
頭
ノ
任
ヲ
嘱
セ
ラ
ル
」
と
も
あ
る
。

つ
ま
り
卒
業
式
な
ど
式
典
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
前
述
七
名
と
二
十
四
名
の
各
を
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
明
治
三
’
四
年
頃
入

学
し
た
彼
ら
（
「
多
く
蘭
医
の
子
弟
で
あ
り
最
初
に
於
て
英
医
学
を
教
授
さ
れ
後
独
逸
医
学
に
よ
っ
て
完
成
せ
ら
れ
た
」
）
卒
業
生
は
世
間
の

「
非
常
な
歓
迎
を
受
け
、
特
殊
の
尊
敬
を
持
っ
て
遇
さ
れ
た
」
。
せ
い
ぜ
い
「
二
十
代
の
青
年
が
百
二
十
円
処
の
月
俸
を
も
っ
て
病
院
長
」
に
迎

（
五
）
（
五
）

え
ら
れ
る
。
彼
ら
の
「
初
任
」
一
覧
が
掲
げ
て
あ
る
が
、
図
１
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
従
っ
て
は
い
な
い
。

（
一
一
）

＊
な
お
、
明
治
九
年
九
月
卒
業
と
も
あ
る
。

二
明
治
十
二
年
卒
業

（40） 320
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年
十
一
月
卒
業
「
製
薬
士
」
桜
井
小
平
太
ら
十
名
、
計
三
十
七
名
で
あ
る
。
式
次
第
（
「
東
京
大
学
医
学
部
学
位
授
与
式
手
続
」
）
は
す
で
に
紹

（
一
ハ
）

介
し
た
の
で
繰
返
さ
な
い
。
『
ベ
ル
ッ
の
日
記
』
（
明
治
十
二
年
十
月
十
八
日
の
項
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
当
日
の
模
様
を
伝
え
る
雑
誌
記
事
を
一
部
紹
介
し
て
お
く
に
留
め
る
（
東
京
医
事
新
誌
八
三
号
一
八
七
九
）
。

右
終
り
て
綜
理
池
田
謙
斎
君
は
卒
業
生
徒
に
学
位
証
書
を
授
与
し
且
祝
詞
を
演
く
ら
る
医
学
卒
業
生
惣
代
製
薬
卒
業
生
総
代
交
る
ｌ
Ｉ
Ｉ
謝
詞

を
述
べ
し
後
外
国
教
授
ド
ク
ト
ル
、
シ
ュ
ル
ッ
君
同
ド
ク
ト
ル
、
ラ
ン
ガ
ル
ト
君
の
演
述
あ
り
続
て
林
洞
海
先
生
の
祝
詞
（
石
黒
君
代
演

去
る
十
八
日
東
京
大
学
医
学
部
に
於
て
学
位
授
与
式
を
行
は
る
其
景
況
は
当
日
午
後
三
時
に
本
部
綜
理
教
員
参
集
同
三
時
四
十
分
文
部
卿
輔

其
他
遼
招
の
諸
君
参
集
同
四
時
一
同
式
場
に
臨
ま
れ
綜
理
心
得
石
黒
忠
恵
君
今
回
学
位
授
与
の
旨
趣
を
述
べ
ら
れ
た
り
其
演
説
は

忠
直
本
部
綜
理
心
得
ノ
職
ヲ
辱
シ
幸
二
本
日
此
学
位
授
与
ノ
盛
典
一
一
会
シ
為
一
二
言
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
謹
テ
本
邦
医
学
学
制
ノ
故
典
ヲ
述
へ

次
二
本
日
学
位
ヲ
受
ル
諸
氏
ノ
為
｜
二
言
ヲ
述
ン
ト
欲
ス

希
望
ス

今
上
御
極
明
治
維
新
以
来
医
学
ノ
隈
々
ト
シ
テ
進
歩
シ
試
科
ノ
法
称
号
ノ
則
皆
具
リ
本
日
初
メ
テ
医
学
製
薬
学
ノ
学
位
ヲ
授
受
ス
ル
’
一
至

レ
リ
誠
二
我
医
学
歴
史
一
一
特
吾
ス
ベ
キ
盛
事
一
一
シ
テ
明
治
十
二
年
十
月
十
八
日
〈
医
学
者
流
ノ
久
ク
祝
ス
ベ
キ
吉
辰
ナ
リ
忠
恵
今
此
光
栄

ヲ
受
ラ
ル
、
諸
学
士
二
向
テ
一
言
ヲ
述
ブ
ベ
キ
者
ア
リ
抑
諸
君
十
年
ノ
苦
学
ヲ
積
ミ
数
十
回
ノ
試
科
ヲ
経
テ
今
日
此
栄
誉
ヲ
得
ル
’
一
至
ル

若
シ
数
年
前
入
学
ノ
最
初
ヲ
回
顧
ス
レ
、
〈
同
学
ノ
士
数
十
名
然
ル
ー
或
〈
疾
病
二
侵
サ
レ
或
〈
事
故
二
累
サ
レ
中
途
一
一
廃
学
ス
ル
モ
ノ
実

二
多
シ
現
二
明
治
四
年
入
学
ノ
者
六
十
六
名
中
今
回
医
学
士
試
問
ヲ
受
ル
ー
至
リ
シ
モ
ノ
僅
二
二
十
二
名
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
其
一
斑
ヲ

知
ル
可
シ
然
ラ
ハ
則
チ
此
是
ノ
諸
君
〈
所
謂
人
之
所
不
知
、
而
我
独
知
之
、
人
所
不
及
、
而
我
独
能
之
者
一
一
シ
テ
誠
一
一
造
化
ノ
寵
ヲ
荷
う

コ
ト
大
ナ
リ
造
化
ノ
寵
ヲ
荷
フ
コ
ト
如
此
大
ナ
ル
時
〈
必
ス
一
身
ノ
為
ニ
ノ
ミ
計
ル
コ
ト
ナ
ク
必
ス
天
下
ノ
為
二
計
ル
所
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ

F司

略
一
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な
お
、

れ
な
い
。

（
↑
ハ
）

明
治
十
二
年
十
月
卒
業
の
二
名
（
神
内
由
巳
、
半
井
英
輔
）
お
よ
び
翌
年
七
月
卒
業
の
浜
田
玄
達
ら
十
七
名
に
対
し
、
七
月
十
二
日
第
二
回

学
位
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
模
様
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
東
京
医
事
新
誌
一
二
二
号
一
八
八
○
）
。

す
）
学
士
会
院
会
員
福
沢
諭
吉
君
の
演
説
あ
り
最
後
に
文
部
卿
寺
島
宗
則
君
自
ら
祝
詞
を
述
べ
ら
れ
是
に
て
全
く
式
を
終
わ
り
夫
よ
り
別
席

に
て
夜
会
を
催
ほ
し
臨
会
の
諸
氏
一
同
を
饗
応
せ
ら
れ
各
ミ
歓
を
尽
し
て
退
散
せ
ら
れ
た
り
本
日
臨
会
の
諸
君
は
文
部
卿
輔
、
故
文
部
卿
、

文
部
書
記
官
、
学
士
会
院
学
士
、
内
務
衛
生
局
次
官
、
旧
校
長
、
旧
博
士
、
新
聞
社
長
等
な
り
〔
略
〕

今
回
卒
業
生
徒
に
し
て
学
士
の
称
号
を
受
し
者
の
内
三
名
は
専
門
修
業
の
為
め
独
逸
国
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
其
他
は
本
部
外
国
教
授
の
介
補
を

命
ぜ
ら
れ
又
各
府
県
の
病
院
長
司
薬
長
等
に
聰
せ
ら
れ
て
一
人
も
残
る
も
の
な
し
又
佐
々
木
政
吉
氏
は
試
験
成
績
優
等
に
し
て
外
国
留
学
を

命
せ
ら
る
べ
き
筈
な
れ
ど
も
其
父
東
洋
氏
の
志
願
に
依
て
自
費
を
以
て
近
日
独
逸
国
へ
留
学
す
る
に
決
せ
り
又
医
学
卒
業
生
の
内
、
神
内
由

巳
、
半
井
英
輔
、
川
上
清
哉
、
外
山
林
助
の
四
名
は
試
験
の
時
日
後
れ
未
だ
全
く
試
験
了
ら
ざ
る
故
に
学
位
授
与
は
来
春
に
廻
さ
る
上
由

「
府
答
凹
ゴ

Ｆ
ｍ
Ⅲ
●
Ｌ

（
五
）

図
２
も
鈴
木
の
示
す
「
初
任
」
一
覧
を
手
直
し
た
。

去
十
二
日
大
学
医
学
部
に
て
学
位
授
与
式
を
行
は
れ
た
る
は
既
に
前
号
に
報
道
せ
し
如
く
此
授
与
式
は
第
二
回
に
し
て
去
年
十
月
卒
業
の
者

三
明
治
十
三
年
卒
業

（
一
二
）

東
京
大
学
に
は
該
式
典
の
事
務
的
記
録
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
列
席
者
等
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触

（43）323



「
本
部
卒
業
生
徒
試
問
規
則
ニ
拠
り
本
年
二
月
ヨ
リ
例
年
ノ
通
り
医
学
卒
業
試
問
ヲ
開
キ
タ
リ
」
「
而
シ
テ
今
期
此
試
問
二
応
ス
可
キ
生
徒

〈
都
合
二
十
七
名
ニ
シ
テ
ニ
月
十
日
ヨ
リ
此
試
問
ヲ
始
メ
試
問
委
員
諸
君
ハ
勿
論
受
験
諸
氏
モ
頗
ル
勉
励
シ
テ
此
卒
業
試
問
二
従
事
シ
タ
リ

ト
錐
ト
モ
諸
君
熟
知
シ
玉
フ
如
ク
本
部
卒
業
試
問
ダ
ル
頗
ル
厳
密
ナ
ル
ヲ
以
テ
日
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
殊
一
一
多
ク
為
二
遷
延
シ
テ
本
月
五
日
一
一
至

り
僅
二
十
七
名
ノ
試
問
ヲ
了
リ
猶
十
名
〈
全
試
問
ヲ
了
ル
ー
至
ラ
ズ
此
十
名
ノ
試
問
ヲ
結
了
ス
ル
｝
昊
猶
数
ケ
月
ヲ
要
ス
ル
ナ
リ
然
し
ト
モ

方
今
世
一
一
医
学
士
ノ
需
用
多
ナ
ル
ヵ
為
一
一
既
二
卒
業
ノ
期
一
一
臨
ミ
タ
ル
生
徒
諸
氏
一
天
或
〈
府
県
二
贈
セ
ラ
ル
、
ノ
予
約
ア
リ
或
〈
郷
国
ノ

学
校
一
一
招
カ
ル
、
ノ
急
ア
リ
テ
尚
数
月
間
学
校
ニ
在
テ
他
氏
ノ
卒
業
ヲ
俟
二
連
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
多
シ
故
一
一
其
事
情
ヲ
文
部
卿
二
稟
申
シ
夏
休

業
ノ
初
二
於
テ
本
日
ヲ
ト
シ
前
文
部
卿
並
二
朝
野
ノ
碩
学
紳
貴
ヲ
迩
迎
シ
此
学
位
授
与
ノ
式
ヲ
挙
行
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
云
奄

（
五
）

図
３
に
彼
ら
十
三
年
卒
を
一
覧
し
た
が
、
同
じ
く
必
ず
し
も
鈴
木
に
全
て
従
っ
て
い
な
い
。

（
一
二
）

件
の
池
田
謙
斎
の
祝
辞
を
次
に
一
部
紹
介
す
る
。

二
名
本
年
七
月
卒
業
の
者
十
七
名
な
り
当
日
右
の
手
続
き
は
午
後
第
三
時
本
部
綜
理
教
員
参
集
せ
ら
れ
同
三
時
四
十
分
に
文
部
卿
輔
其
他
遼

招
の
諸
君
参
集
せ
ら
る
同
時
五
十
分
に
至
り
本
部
卒
業
生
並
に
其
親
族
及
ひ
本
部
本
科
生
式
場
に
入
て
席
に
就
き
同
四
時
文
部
卿
輔
本
部
綜

理
其
他
の
諸
君
亦
式
場
に
入
る
於
是
綜
理
心
得
石
黒
忠
恵
君
は
今
回
学
位
授
与
の
概
略
を
演
説
せ
ら
れ
次
て
綜
理
池
田
謙
斎
君
は
卒
業
生
に

学
位
証
書
を
授
与
さ
れ
次
て
祝
辞
を
演
ら
る
医
学
卒
業
生
総
代
邦
語
及
ひ
独
逸
語
に
て
謝
辞
を
述
へ
了
て
教
授
ド
ク
ト
ル
、
ゞ
ヘ
ル
ツ
君
学
士

会
院
会
員
西
周
君
各
演
述
あ
り
て
後
文
部
少
輔
九
鬼
隆
一
君
祝
辞
を
演
ら
れ
式
全
く
畢
り
会
場
の
諸
君
に
立
食
を
供
せ
ら
れ
た
り
〔
略
〕
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諜
呈
月
註
卦
黙

彗
蕾
幸
諦

雪
渇
泰
隷
澆
（

、
一
〆
葵
Ｒ
儘
諦

壽
崇
謝
頚
識
電

曹
謹
黙
］
星
飛
雫

載
三
募
揺
羅

涼
試
讓
Ｉ
恥
森

景
三
応
罷
霊

蕃
一
薑
宝
一
Ⅱ
畢
皐
謹

琴
井
樵
Ｎ
ご
榊
藷

弐
三
岸
Ｉ
器
謡

誌
鳶
湿
叶
罎
諦

毒
Ｎ
鍬
能
率

亭
二
一
葵
ご
善
感

旨

鷲
田
針
僻
瞬

今
冷
寺
証
蕪
轌

図
酎
呂
詐
屋
補
（
扇
ぎ
）
掛
器
肝

』
、
一
胃
函
、
唖
』
四
ｍ
一
〕
や
《
印

一
滞
渇
］
・
旨
・
鴎

骨需

一
・
蹄
舜
切
・
］
画
・
』

一
記需

畷
謡
労
令
．
届
．
］

・
町
建
学
Ｆ
己

一
訓
学
＆
・
巨
・
葛

『
罰
割
割
引

訓
労
帥
巨
．
亀

制
勢
回
旨
酌

｜
端
澪
浄
・
『
・
愚

蹄
舜
」
．
画
・
属

’
斯
舜
］

蹄
澪
い
，
②
、
己

］
つ
。
函
⑳ 蹄

澪
Ｐ
・
毎
‐
圏

玲
鶏
切
届

蹄
舜
切
．
届
．
匡

蹄
薄
口
・
ぷ

］
亜
司
つ
】
や
『
、
』
』
毎
つ
〕
』
』
、
※
〕
亜
》
一
］
唾
垣
、

隷
汁
灘
零
罐
華

一
齢
ふ
ふ
ぷ
》
癖
奉
一
一
、
．
秤

。
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岬
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１
１
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熟
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一
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恥
ｉ
く

酷
熱

●
当
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総
（
尹
勇
毒

弐
三
Ｉ
挙
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●
※

三
三
（
蛋
謹
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蕊
雄
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Ｉ
片
言
Ｃ
×

無
~

鶏
◆蕊

1,、
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＝
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蕊
至
、
蒜

◆
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、

偶
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●零

京

宅
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、
ー

一

全
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、
｝
ゲ
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◆
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二
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寺
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一

零
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二
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●
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三
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画

●
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潅

蒔
片
鑿

三
一
四
画
・
四
口
』
印

《
樺
三
弐
一

三
一
四
や
。
「
。
四
胃

糖
啄
誇
認
一
宇
黒
（
顎
司
一
）

云
索
謬
謂
弓
弐
三
群

◎
●
零
『
一
鳶
嘉
黙
弓

蹄
計
耗

三
一
四
ｍ
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『
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切

陣
妾
署

二
一
四
「
・
画
。
四
画

寧
一 宝

群

三

●蒜

＝|

●蒜’

一
痔
辛
（
〕
一
へ

｝
み
堕
し
『
舎
酋
つ

尻。

P，
画滕
･港

圏景

］
②
旨
、
］
や
四
一
］
垣
画
、
］
垣
啓
一
］
や
》
牢
］
や
一
つ
］
》

些
蕊
騨
冨

●
◇
一
一
へ
｛
］
や
醗
奉
一
宗
｜

》
吋
二
が

》
汁
暴
認
謡

一
掬
罰
三
一

汁
Ｐ
局
・
皆

昌鴉
へ1●D6

、 ／ 二

○

三洋
蛮渇
巨卦

目

5’

， I

I I

I I
Q D

1 U

Il

：，－，
.ツ＄

一
塁
｛
画
一
。
四
。
》
つ
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同
じ
卒
業
生
と
は
い
え
、
数
冊
の
伝
記
を
有
す
る
者
か
ら
生
没
年
す
ら
不
明
の
者
ま
で
様
食
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
日
本
人
名
大
事
典
』

（
一
九
七
九
）
、
『
大
日
本
博
士
録
』
（
一
九
二
二
）
、
『
明
治
過
去
帳
』
（
一
九
七
一
）
、
『
大
正
過
去
帳
』
（
一
九
七
三
）
な
ど
で
見
出
せ
な
い
人
々

（
或
は
あ
っ
て
も
簡
略
す
ぎ
る
場
合
）
に
つ
い
て
典
拠
（
原
典
と
は
限
ら
ぬ
）
を
示
す
。
た
だ
し
こ
れ
ら
と
て
精
粗
様
灸
で
あ
る
。

吉
田
（
石
田
秀
一
『
秋
田
の
医
史
』
一
九
八
一
）
、
浜
野
（
『
房
総
人
名
辞
書
』
一
九
○
九
、
『
日
本
国
・
国
会
全
議
員
名
鑑
』
一
九
八
六
）
、

石
川
（
『
新
潟
県
大
百
科
事
典
』
蒲
原
宏
分
担
、
一
九
七
七
）
、
室
賀
（
土
屋
重
朗
『
静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
』
一
九
七
三
）
、
須
田
（
中
外

医
事
新
報
三
四
○
号
一
八
九
四
、
『
信
州
人
物
誌
』
一
九
六
九
）
、
山
崎
泰
輔
（
前
掲
・
土
屋
一
九
七
三
）
、
三
潴
（
三
潴
信
三
、
中
外
医
事
新

報
二
七
五
号
一
九
一
三
、
小
関
恒
雄
、
犯
罪
誌
四
八
巻
一
号
一
九
八
二
）
、
山
崎
玄
脩
（
前
掲
・
新
潟
県
大
百
科
事
典
）
、
松
沢
（
松
木
明

知
『
青
森
県
の
医
史
』
一
九
八
○
、
長
尾
淳
一
氏
私
信
）
、
三
浦
省
軒
（
杉
野
大
沢
、
日
医
事
新
報
一
七
一
九
’
二
○
号
一
九
五
七
）
、
渡
辺
（
土

肥
慶
蔵
『
顎
軒
淋
戯
』
一
九
二
七
、
『
武
生
市
史
』
資
料
篇
一
九
六
六
）
、
長
谷
川
（
長
谷
川
五
郎
氏
私
信
）
、
三
浦
浩
一
（
『
徳
島
県
百
科
事

典
』
福
島
義
一
分
担
一
九
八
一
、
『
徳
島
大
学
医
学
部
史
』
一
九
八
六
）
、
小
野
（
広
島
中
国
、
明
三
四
・
五
・
二
）
、
桜
井
（
柳
井
貴
三
『
桜

井
郁
次
郎
先
生
伝
』
一
九
四
一
、
『
群
馬
県
人
名
大
事
典
』
一
九
八
二
）
、
中
村
（
前
掲
・
松
木
一
九
八
○
）
、
印
東
（
『
新
宮
市
誌
』
一
九
三

七
）
、
大
川
（
前
掲
・
土
屋
一
九
七
一
二
）
、
大
河
内
（
『
福
岡
県
碑
誌
』
一
九
二
九
、
『
尾
張
郷
士
文
化
医
科
学
史
孜
拾
遺
』
一
九
五
五
）
。
な
お

大
多
和
、
菅
野
、
浅
川
、
柳
下
、
赤
鹿
は
詳
細
不
明
。

新
藤
（
新
実
藤
昭
、
日
医
事
新
報
三
二
四
六
号
一
九
八
六
）
、
鳥
潟
（
高
浦
照
明
『
大
分
の
医
療
史
』
一
九
七
八
）
、
清
野
（
『
岡
山
大
学
医

学
部
百
年
史
』
一
九
七
二
）
、
大
森
（
宇
留
野
勝
弥
『
医
傑
大
森
先
生
の
生
涯
』
一
九
六
一
）
、
梅
（
太
陽
一
巻
七
号
一
八
九
五
、
山
賀
勇
、
日

医
事
新
報
一
六
四
○
号
一
九
五
五
）
、
河
野
（
『
福
井
県
医
学
史
』
一
九
六
八
）
、
石
黒
（
前
掲
・
新
潟
県
大
百
科
事
典
）
、
野
並
（
『
高
知
県
人

四
各
人
履
歴
典
拠
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名
事
典
』
一
九
七
二
）
、
佐
倉
木
文
蔚
（
『
青
森
県
人
名
大
事
典
』
一
九
六
九
、
前
掲
・
松
木
一
九
八
○
）
、
熊
谷
省
三
（
『
岩
国
市
医
師
会
史
』

一
九
六
八
）
、
熊
谷
玄
旦
（
『
現
代
防
長
人
物
史
』
一
九
一
七
、
前
掲
・
岩
国
市
医
師
会
史
）
、
半
井
（
田
中
助
一
『
防
長
医
学
史
』
一
九
五

三
）
。
田
沢
、
魚
住
、
高
階
、
神
内
は
詳
細
不
明
。

小
林
（
『
〔
金
沢
大
学
第
一
内
科
〕
百
年
の
あ
ゆ
桑
』
寺
畑
喜
朔
分
担
一
九
八
四
）
、
伴
野
（
前
掲
・
土
屋
一
九
七
三
お
よ
び
私
信
、
『
〔
金
沢

大
学
第
一
外
科
〕
百
年
の
歩
朶
』
寺
畑
分
担
一
九
八
五
）
、
伊
勢
（
『
現
代
人
名
辞
典
』
一
九
二
一
）
、
杉
田
（
『
日
本
現
今
人
名
辞
典
』
一
九
○

一
）
、
長
尾
（
長
尾
美
知
『
長
尾
精
一
伝
』
一
九
三
二
）
、
神
田
（
『
神
戸
市
医
師
会
沿
革
史
』
一
九
三
七
）
、
鈴
木
（
『
〔
愛
知
県
〕
田
原
町
史
』

一
九
七
八
）
、
石
川
（
『
千
葉
大
学
医
学
部
八
十
五
年
史
』
一
九
六
四
）
、
菅
（
前
掲
・
岡
山
大
学
医
学
部
百
年
史
）
、
外
山
（
『
金
沢
大
学
医
学

部
百
年
史
』
一
九
七
二
、
前
掲
・
寺
畑
一
九
八
四
）
。
沼
浪
は
詳
細
不
明
。

な
お
、
生
没
年
月
日
は
前
掲
「
卒
業
生
氏
名
録
」
一
九
一
二
年
版
、
『
日
本
医
籍
録
』
一
九
二
五
年
版
に
も
拠
っ
た
。

文
献

（
四
）
小
関
恒
雄
、
北
村
智
明
、
ぐ
冒
巨
目
〕
国
．
外
国
人
の
ぷ
た
明
治
十
年
頃
の
日
本
の
医
学
校
（
上
）
ｌ
東
京
大
学
医
学
部
の
場
合
Ｉ
日
本
医
事

新
報
三
二
八
七
号
五
九
’
六
二
頁
一
九
八
七
年

（
五
）
鈴
木
要
吾
明
治
十
年
前
後
の
日
本
医
学
界
（
地
）
東
京
医
事
新
誌
二
九
七
二
号
四
五
’
六
○
頁
一
九
三
六
年

（
六
）
小
関
恒
雄
榊
俶
の
修
学
時
代
榊
俶
先
生
顕
彰
記
念
誌
榊
俶
先
生
顕
彰
会
一
九
八
七
年

（
新
潟
大
学
医
学
部
）

（
一
）
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
上
冊
三
九
一
・
四
三
一
・
四
三
三
頁
東
京
帝
国
大
学
一
九
三
二
年

（
二
）
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
一
四
七
・
二
六
二
・
三
二
五
頁
東
京
大
学
出
版
会
一
九
六
七
年

（
三
）
東
京
大
学
百
年
史
通
史
一
（
三
五
三
・
五
三
○
・
六
○
七
・
六
一
○
頁
）
資
料
一
（
一
○
四
九
・
一
○
五
○
頁
）
東
京
大
学
出
版
会
一

九
八
四
年
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